
　

夏
に
な
る
と
、
地
区
内
に
か
ね
や
太
鼓
の
練
習
の
音

が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
山
下
太
鼓
踊
り
と
大
馬
越
太
鼓

踊
り
が
古
く
か
ら
伝
承
さ
れ
、
夏
の
神
社
の
奉
納
踊
り

や
地
区
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
野
集
落
と
山
之
口
集
落
で
は
棒
踊
り
も
伝

承
さ
れ
、
７
月
に
は
清
浦
ダ
ム
横
に
そ
び
え
る
鷹
の
子

神
社
祭
り
で
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
地
区

の
熱
心
な
古
老
た
ち
に
よ
り
青
年
ら
に
代
々
伝
承
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

３
月
に
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
主
催
で
開
催
さ

れ
る
文
化
祭
は
地
区
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
小
学
生

か
ら
高
齢
者
ま
で
が
一
同
に
集
い
、
舞
台
で
は
歌
や
劇
、

踊
り
、
大
正
琴
、
ダ
ン
ス
、
郷
土
芸
能
の
ほ
か
、
新
成
人
・

還
暦
お
祝
い
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
多
種
多
様
の
内
容
で
盛

り
上
が
り
ま
す
。
ま
た
、
展
示
部
門
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に

工
夫
さ
れ
た
作
品
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
地
区
外
か

ら
の
見
学
者
も
あ
り
定
着

し
て
き
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
最
近
で
は
、
地
区
の

活
性
化
を
目
指
し
て
団
塊

世
代
の
方
々
で
結
成
し
た

「
親
父
バ
ン
ド
」も
文
化
祭

な
ど
に
出
演
。
団
塊
世
代

の
活
躍
も
楽
し
み
で
す
。

ただいま売り出し中の「しそジュース」
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国
道
３
２
８
号
の
峠
を
越
え
れ
ば

鹿
児
島
市
。
本
市
の
南
の
玄
関
口

に
位
置
す
る
大
馬
越
地
区
。
老
若

男
女
み
ん
な
で
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
む
、
緑
の
里
を
紹
介
し
ま
す
。日本棚田百選の内之尾の

棚田。四季折々の姿をぜ
ひ、見に来てください。

春には桜が、初夏にはホ
タルが、秋には黄

こうよう

葉が楽
しめる清

きようら

浦ダム

　

大お
お

馬ま

越ご
え

地
区
は
本
市
の
南
部
に
あ
り
、
鹿
児
島
市

に
隣
接
し
、
地
区
の
中
央
部
分
を
国
道
３
２
８
号
と

樋
脇
川（
通
称:

前ま
え

川ご

ち内
川が

わ

）が
縦
断
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
樋
脇
川
沿
い
は
田
園
地
帯
が
広
が
り
、
ま
た
、

地
区
の
東
側
に
あ
る
中
山
台
地
は
ハ
ウ
ス
キ
ン
カ
ン
、

茶
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
農
業
団
地
、
西
側
に
あ
る
中

之
原
台
地
は
茶
畑
が
広
が
り
、
さ
ら
に
入
来
峠
や
国

立
天
文
台
の
あ
る
八
重
の
山
々
が
連
な
る
、
四
方
が

山
に
囲
ま
れ
た
緑
豊
か
な
地
区
で
す
。
日
本
棚
田
百

選
に
選
ば
れ
た
内
之
尾
の
棚
田
や
桜
の
名
所
で
あ
る

清
浦
ダ
ム
、
神
社
・
史
跡
が
あ
り
、
ま
た
、
郷
土
芸

能
の
太
鼓
踊
り
・
棒
踊
り
な
ど
を
保
存
・
継
承
し
な

が
ら
、
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
大
切
に
し
て
暮
ら
し

て
い
ま
す
。　　

　

農
業
を
主
に
昔
か
ら
の
米
作
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、

最
近
で
は
、
茶
、
ハ
ウ
ス
キ
ン
カ
ン
、
ゴ
ー
ヤ
ー
の

生
産
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、
若
者
の

専
業
農
家
は
少
な
く
、
高
齢
者
や
女
性
が
大
き
な
力

と
な
っ
て
い
る
兼
業
農
家
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
大
馬
越
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
は
11

自
治
会
で
構
成
さ
れ
、
世
帯
数
３
４
５
世
帯
、
人
口
８

１
１
人
で
高
齢
化
率
は
38
・
３
％
で
す
。
地
区
に
あ
る

大
馬
越
小
学
校
全
児
童
は
30
人
で
、
複
式
学
級
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
地
区
振
興
計
画

指
針
に「
地
区
住
民
が
協
力
し
歴
史
・
自
然
・
文
化
を

守
り
、
未
来
を
拓
く
活
気
あ
る
郷
を
め
ざ
す
大
馬
越
」

を
掲
げ
、
５
月
に
は
ホ
タ
ル
の
夕
べ
、
７
月
に
は
、
さ

な
ぶ
り
会
、
11
月
に
は
、
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
な
ど
の
交
流
活
動
の
ほ
か
、
中
学
生
が
企
画
す

る「
馬
越
ん
子
の
集
い
」、
青
年
主
催
の「
と
い
あ
げ
祭

り
」と
各
世
代
で
活
発
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
組
織
化
さ
れ
、
見
守

り
活
動
の
実
施
、
ふ
れ
あ
い
弁
当
の
お
届
け
な
ど
、
温

か
い
触
れ
合
い
が
行
わ
れ
、
多
く
の
住
民
に
よ
る
活
気

あ
る
里
づ
く
り
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
を
中
心
に
築

か
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
地
区
民
の
力
を
結
集
し
、
地
区
の
特
産
品

と
し
て「
大
馬
越
し
そ
ジ
ュ
ー
ス
」を
開
発
、
昨
年
、
営

業
許
可
を
取
得
し
ま
し
た
。
本
年
７
月
か
ら
販
売
し
ま

す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
飲
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

〜 

入
来
地
域
大
馬
越
地
区
編 

〜

〜 

入
来
地
域
大
馬
越
地
区
編 

〜

伝統をしっかり伝える太鼓踊り

おいしいよ♪


